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はじめに 

 

この報告書は、地震保険調査研究費による調査･研究事業の一環として、研

究活動を行っている地震災害予測研究会において、2014年度から４年間にわた

り検討を行った成果の報告書である。 

 

地震リスクの評価において、建物の耐震性能を把握することの重要性は言う

までもない。耐震性能に影響する要因（建物の建築基準や種々の仕様、構成要

素）は無数に存在するが、それら要因が時代とともにどのように変遷している

か、それら要因の違いが地震被害へどのように影響するかについて、現在の住

宅の主要な構造である木造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造を横断的に整理した

文献は尐ない。 

本研究では、これら３つの構造（木造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造）に関

し、耐震性能に影響を及ぼす要因について、できるだけ網羅的な調査を行い、

その結果に基づき建築年代などによる住宅のグルーピング（区分）を行うとと

もに、可能なものは、それら要因が耐震性能（復元力特性、ベースシア係数）

へどの程度影響を与えるかについて、評価を行った。 

 

本報告書が地震時の損壊被害に関する知見を深めるうえで参考となれば幸甚

である。  
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